
実 施 報 告
鹿児島家庭裁判所調査官ワークショップ

9：30 オリエンテーション

9：35 家庭裁判所と家庭裁判所調査官について

9：50 少年事件の調査と少年審判手続き

12：00 昼休み

13：00 審判廷と調査室の見学

13：15 家事事件と子どもの調査

15：30 座談会

16：00 終了

令和５年８月２５日にワークショップを開催し、男性１名、女性８名の合計９名の皆さまに参加し
ていただきました。参加者の中には県外の大学生のほか、高校生の参加者もいて、全員が積極的に
参加されていました。
ワークショップの様子や参加者の皆さんの感想などを写真と共にご紹介します！

○家庭裁判所と家庭裁判所調査官について

裁判所の構成、家庭裁判所が扱う事件、家庭裁判所調
査官の役割、研修体制などを概括的に説明しました。

○オリエンテーション

あいさつ、導入からワークショップが
スタートしました！



○少年事件の調査と少年審判手続き

家庭裁判所調査官が少年事件においてどのようなこ
とをしているか説明した後、２班に分かれ、架空事
例を用いて調査仮説を作るためのグループ討議や調
査面接のロールプレイを行いました。

○審判廷と調査室の見学

家庭裁判所調査官が調査で使用する調査室や児童室、
少年審判を行う審判廷を見学しました。審判廷では
裁判官の席に座ってもらい、少年と同じ目線で向き
合うことを体験しました。

○座談会

ベテラン、中堅、若手調査官が参加して２班に分か
れて座談会を行いました。参加者からは、家庭裁判
所調査官の仕事のやりがいや大変さ、受験対策など、
幅広い質問が出ました。

○家事事件と子どもの調査

家庭裁判所調査官が家事事件でどのようなことをして
いるか説明した後、２班に分かれ、架空の離婚調停の
事例を用いながら子どもの心情に配慮した調査の在り
方についてグループ討議を行いました。



お堅い職業のイメージが強
かったのですが、そんなこと
はなく、チームで協力しなが
ら働いていて働きやすそうな
感じがしました。事例をもと
に皆で意見や考えを出し合っ
ていくのが楽しく、自分だけ
では考えつかなかったことな
ど新しい気づきがありました。

裁判所は堅い雰囲気だと思っ
ていましたが、相談しやすく
て仲が良さそうだったので、
働きやすそうな職場だと思い
ました。また、服装や髪もあ
る程度自由でよいなと思いま
した。

ロールプレイがあり、実
際に調査官になったよう
な体験ができて良かった
です。

実践的なプログラムが多く、
分かりやすく楽しかったで
す。実際にロールプレイを
して少年と面接をする難し
さがわかりました。

実際に事例を用いて考える
ことで、どのようなことを
考えながら仕事をしている
かを知ることができたので
非常に参考になりました。

事例をもとに自分たちで
考えるところが本当に楽
しかったです。家庭裁判
所調査官には多様な力が
求められるのだなと感じ
ました。

模擬的なものを体験で
き、実際の仕事の一部
を味わえて良い経験に
なりました。

調査官には少し堅い印
象を持っていましたが、
実際に調査官の方々と
お話しして印象が変わ
りました。

参 加 者

の

声

ご参加いただき、ありがとうございました！


